
15．記録報告 工事経過報告書は、下記により提出する。 4．建物周囲の整地 ※地均し　　：建物周囲  ※2m  ・4m 

1）報告時期 ・毎月1回　　※監督員の指示 ・砂利又は砕石敷は、屋外整備工事による。 

Ⅰ．工事概要  内　容 日誌、天候、工程進度、材料搬入状況、状況図打合せ記録、工事状況写真 5．山留め ・図示による。 

別紙工事概要書による。 添付書類 月間工程表、各工程の区分毎の社内検査報告書（写真含む） 6．騒音・振動の防止 低騒音型、低振動型建設機械指定要綱に基づき指定された建設機械 ※使用する　　・使用しない 

Ⅱ．工事仕様 1．載荷試験 試験方法　　　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

1．共通仕様 16．電子納品 電子成果品は、福岡県電子納品運用ガイドライン（案）（営繕工事編）により納品を行う。 試験の仕様等(                                                                    )

　　図面及び特記仕様に記載されていない事項は「建築・設備工事共通仕様書（最新版）」による。 対象書類（　※工事写真　　・施工計画書　　・完成図　・その他（　　　　　　　　　　　）） 2．既製杭地業 杭の種類 ・高強度プレストレスコンクリート杭（※JIS規格品・認定品） 

2．特記仕様 ・A種　・B種　・C種 継手

　　1）章、項目は、番号に○印のついたものを適用する。 17．完成時の提出 ※提出する　　　　・提出しない 継手　　※アーク溶接継手 ・無溶接継手（旧38条大臣認定工法） （4-3-6)

　　2）特記事項は、◎印のついたものを適用する。 　　 図書 ※A2版2つ折製本（1部）　　　　　 ※建物の保全に関する書類 先端部形状　　※閉そく平たん型　　・開放形

　　　◎印のない場合は、※印のあるものを適用する。 ・黒表紙、金文字入A４版（１部） 　・その他（　　　　　　　　　） 杭の施工法 ・掘削打撃併用工法　  プレボーリングの掘削深さ　  現地盤　　　m 

　　　◎印と※印のある場合は、共に適用する。 ※原図　　　　・ＣＡＤデータ                              オーガー径　　　　　杭径　　－50mm程度 

3）特記事項に記載の（）内表示番号で〔県：○－○－○〕と表示されているものは「建築・設備工事共通仕様書」当該項目、当該図 ・セメントミルク工法 　　(4-3-5)

　又は当該表を示す。 (○－○－○）は準用する「公共建築工事標準仕様書」の当該項目を示す。 18．完成図(施工図 2編〔建築工事〕1．1．5〔完成図等〕によるほか、下記による 特定埋込杭

編 章 項　　目 及び施工計画書を 　を採用している工法

1．適用基準等 除く） 

※建築工事、電気設備工事、機械設備工事、建築改修工事施工監理指針 （国土交通大臣官房庁営繕部監修）  1）種類及び記入 杭打撃の種類 ハンマーの種別　　※低騒音型油圧パイルハンマー　　・ドロップハンマー 

※建築工事標準詳細図、電気設備工事標準図、機械設備工事標準図 （国土交通大臣官房官庁営繕部監修） 　  内容 　

※公共住宅建設工事共通仕様書解説書（国土交通省住宅局監修） 　低騒音型油圧パイルハンマー仕様

  2）CADデータ貸与 （　・有　　・無　　）

・建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会制定） （適用工種・全工程・一部工種（JASS　　　工事））

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 19．工事検査 工事検査に際し、下記により写真を監督員に提出する。 　　　パイルドライバー   ※三点支持式クローラクレーン       ・ＤＨＪ　　・ラフタークレーン　　・専用杭打ち機

1）提出写真 提出　　区分 着工前 工事中 竣工 部数 騒音・振動の測定　　　　　　・行う　　　　※行わない

2．施工条件 ・下記以外は、現場説明書等による。 　　時期 杭施工に伴う発生汚泥の処理　　・場内で固化した後に搬出する

工事車両の駐車場　※構内、資機材置場　※構内、建設発生土（埋戻し・盛土用）の仮置場所　※構内 既済検査 ○ ○ 1部 3．場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ 　　　　
３．工事実績データの作成、登録  ※適用する　　・適用しない     杭地業 掘削工法 (4-5-1)
４．技能士  ※適用する　　・適用しない ・竣工検査 ○ ○ 1部 ・アースドリル工法　　（安定液　　※使用する　・使用しない） 

適用工事種別 作業の種別 （既済後） 　（○） 　（○） （1部） ・リバース工法

鉄筋工事（・鉄筋施工・鉄筋組立て作業） ※全て  ・ ・上記以外の必要写真は、監督員の指示による。 ・オールケーシング工法  （孔内の水張り  ※行う   ・行わない）

コンクリート工事（・型枠施工） ※全て  ・ ・撮影は福島県土木部制定「建築工事用写真の撮影要領」による。 鉄筋のかぶり厚さ        ※100

鉄骨工事（・とび） ※全て  ・ コンクリートの種別     ・A種     ・B種   

ブロック・ALCパネル工事・PCカーテンウォール工事 ※全て  ・ 20．完成写真 ・ 次のものを原板（ＣＤ－Ｒ他）とともに監督員に提出する。 設計基準強度      （                ）N/m㎡ 

（・ブロック建築・ALCパネル施工・カーテンウォール施工・サッシ施工・ガラス施工） 分類・規格 撮影箇所数 部数 原板の大きさ（mm） 等 支持地盤                ※図示による

防水工事（・アスファルト防水工事作業・合成ゴム系シート防水工事作業・塗膜防水工※全て  ・ ※キャビネ判 箇所 部 ・100×125以上 試験杭　　　             ※図示による

　 ・カラー ・全紙パネル 箇所 部 ・電子媒体（ＣＤーＲ他）

石工事（石材施工（石張り施工）） ※全て  ・ ・ 箇所 部 4．割り石、 ※砂利地業 （※砕石   ・砂利   ・再生クラッシャーラン）    ・割り石地業

タイル工事（・タイル張り） ※全て  ・ ※撮影箇所は監督員の指示による。     砂利地業 ・（                  　　　　） 

木工事（・建築大工） ※全て  ・

木造工事（・建築大工） ※全て  ・ 21．地質調査結果 ・図示　　　　・貸与 1）種別 地業 幅（mm） 厚さ（mm）

屋根及びとい工事（・建築板金（内外装板金作業）） ※全て  ・ 2）幅、厚さ 割り石 フーチング各外面より＋150 ・120　・（　　）

金属工事（・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）） ※全て  ・ 22.部分払の対象として ・工事材料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 砂利（砕石） ・60・（　　　）

左官工事（・左官） ※全て  ・ 　  指定するもの ・工場製品（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

建具工事（・サッシ施工・ガラス施工・自動ドア） ※全て  ・ 5．捨てコンクリート 

塗装工事（・塗装（建築塗装作業）） ※全て  ・ 22．電気保安技術者 ※選定する　　　・選定しない 1）設計基準強度

内装工事（・プラスチック床仕上げ工事作業・ボード仕上げ工事作業・表装（壁装作業※全て  ・ 　    （N/m㎡） 

　　　　　　　・畳工） 2）幅、厚さ 部　位 幅（mm） 厚さ（mm）

植栽工事（・造園） ※全て  ・ 23．他工事との 取合い 施工範囲 基　　礎 フーチング各外面より＋100 ※50・（    ） 

5．イメージアップ ※適用する　　　・適用しない ・仮囲いの美化　 ・フラワーボックスの設置 　　・夜間照明設備 　 　本工事概要書及び設計図書、内訳書に含まれる範囲。 地中ばり ※50・（　  ） 

6．発生材の処理 ・有価物　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 施工図 3）床下防湿層 ※設ける　　　　・設けない

・引き渡しを要するもの （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 　設備機器の位置、取合いなどの検討できる施工図を提出して、監督員の承諾を受ける。 6.割石ｺﾝｸﾘｰﾄ地業

・現地において再利用化を図るもの 設計基準強度（N/m㎡） 

24．設計GL ※図　示　　BM±（　　　  ）　・ 現状平均地盤高±（　　   ） 　

4．火災保険等 ※適用する（保険期間：工期＋14日）　　　・適用しない 1．鉄筋の種類 種類の記号

・建設副産物の処理方法 ・加入時問（・着工日　　※躯体及び建方完了時） ※SD 295A 

※SD 345

受入れ場所（住所） 1．仮囲い ・波形鉄板　　・万能板塀　　・（　　　　　　　）  ・SD 390 ・Ｄ２５　　・Ｄ２９　　・（　　　　）

2．危険防止 ※シート張り　・金アミ　　　　・（　　　　　　） 

2．鉄筋の継手 部　　位

3．足場 ※内部足場　　※外部足場　・基礎足場　・コンクリート打設足場 ・（　　　　　　　）

7．監督員事務所 ・設ける（規模・1号・2号・3号4号・5号）　※設けない 

8．監督員事務所の 備品等の設置 

   備品等 備品の種類 机・いす 掛時計 　つま先板（幅木））の設置ができない場合は、設計変更の対象とする。 3．溶接金網 ※JIS規格品          ・（                  　） 

数量 組 個 4．工事用水 構内既存の施設　　　・利用できる（※有償  ・ 無償）　・利用できない ・使用箇所           ・（                   ） 

備品の種類 温度計 懐中電灯 5．工事用電力 構内既存の施設　　　・利用できる（※有償  ・ 無償）　・利用できない 形  状

数量 個 個 6．工事用進入路 ・仮設道路造成　　　・（　　　　　　　） 　※監督員と協議 寸法 ・50　  ・75  　・100  　・150  　・（　　　　　）

加入電話の 7．ベンチマーク 設置方法　　※コンクリート杭　・ 固定物　・ （   　　　　　　　　） 鉄線の径 ・2．6    ・3．2   ・4．0    ・5．0    ・6．0   ・（          ）

付属電話機 8. 交通誘導員 ※置く ・置かない

数量 台 1．埋めもどし及び 4．鉄筋のかぶり ・耐久上不利な箇所などの鉄筋のかぶり厚 

備品の種類 掃除具  盛土 ・A種 ・B種 ・D種  厚さ 施　工　箇　所　な　ど（注） 最小かぶり厚（mm） 

数量 個 1）種別 建設発生土受入量       m3 ・塩害を受けるおそれのある部分 ※（表5-3-6)   表の値+10

発生場所（          　　　　）  (床版を除く)

9．工事用表示板 ※適用する　　　　　・適用しない　　　　　　　　　　　　　 受入条件（　　　　　　　　　） ・（                  ）

10．施工歴標 ※適用する　　　　　・適用しない　　　　　　　　　　　　　  （注）  屋外に面するコンクリート打放し箇所、海水の作用を受ける箇所化学実験室などの箇所

11．色彩計画 ・色彩計画無し　　※色彩計画あり（　　　　　　　　　　） 2．建設発生土の ※建設副産物適正処理推進要綱に従い処理する。 

12．使用材料等 　使用材料の製造所、製品及び施工業者等は特記されたもの又は同等以上とする。    処理    場外搬出距離　               km以上      　         km以下    （土の処分費用のみ別途とする） 5．くい頭補強 ・A形         ※B形         ・図示による。 　

ただし、同等以上とする場合は、監督員の承諾を受ける。 ・構外指示の場所に処分

  また、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」により評価された海外製造の建築材料・設備機材等に  　受入れ施設名（　　　           ） 6.柱の帯筋 ※Ｈ形

ついても同様の扱いとする。  　受入れ場所 　（　　　　　　　　　） 

 　仮置場所  　　（　　　　　　　　　） 7.梁貫通孔の補強

13．特別な材料の 共通仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、監督員の承諾を受けて、当該 ・搬出調書等を提出する。 

     工法 製品の指定工法による。 ・構内指示の場所に敷きならす。 8．圧接完了後試験 ※超音波探傷試験　　・引張試験 　　　　　(5-4-9)

14．風荷重等 建築基準法による指定 風速（V０）　　　　　  ・30　　　・32　　　　・34 ・構内指示の場所にたい積する。 

地表面粗度区分　　・Ⅰ　　　・Ⅱ　　　　・Ⅲ   ・Ⅳ

多雪地域の指定    ・有　　　・無 3．常水面の深さ GL－（       　　　）m　・水替工法（    　　　　　　　　　） 

（平成１２年５月３１日付建設省告示第１４５５号）

 設計者  工事名称  図面名称 図面番号

No．

特　　　記　　　事　　　項 

・再資源化・中間・最終（一般）・最終（特別管理産業廃棄物）

・再資源化・中間・最終（一般）・最終（特別管理産業廃棄物）

施設名
建設副産物 処理方法

・再資源化・中間・最終（一般）・最終（特別管理産業廃棄物）

  パイルハンマー施工研究報告書（昭和59年9月(財)国土開発技術研究センター）に記載されたもの

強　　　　　　度

冷暖房機 消火器

製図板

個着

台

2.
建
築
工
事

台

積算上の施設

        年　　月　　設計年月
建築工事特記仕様書1

雨がっば 保護帽

注：積算上の施設は積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。なお、ここに明示した施
設と異なる施設で処理する場合は、監督員の承諾を得ること。ただし、設計変更の対象とはしない。

備考

ス　ラ　ン　プ（ｃｍ）

記  入  内  容

④
.
地
業
工
事

フーチング各外面より＋150

　　※15　　　　・（　　　）　　　※18　・（　）　

　建設技術評価規定（昭和53年建設省告示第976号）に基づき評価されたもの又は低騒音型油圧

フーチング各外面より＋100

・国土交通省告示1113号第6に定める地盤の許容支持力式の内α=　　　　、β=　　　　、γ=　　　　　、
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①.
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人用

備品の種類
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.
土
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事

強　　　　度

1.
総
則
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①
.
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共
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項

建築工事特記仕様書 

個台

湯沸器 

ゴム長靴

建設副産物 処理方法等

衣数ロッカー

足

　リース会社の在庫がない等の理由により、「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく枠組足場（二段手すりと

事作業・シーリング防水工事作業）

2.
建
築
工
事

②
.
仮
設
工
事

ス　ラ　ン　プ（ｃｍ）

※15　　・18　　・（　　　　）※18　　・（     　）　

・正方形　　　　　　　　　　　　・長方形

・ガス　・重ね・機械式

・ガス　・重ね・機械式

径（mm）

補強形式　　　※Ｈ形

径　（mm） 

③
.
土
工
事

・C種

書棚

台

黒板

・再資源化・中間・最終（一般）・最終（特別管理産業廃棄物）

大木町農産物直売施設新築工事

・ガス　・重ね・機械式
※枠組足場については、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省平成１５年４月）」による設置を行うこと。
※「手すり先行工法」の足場とは、全層に二段手すりとつま先板（幅木）のある足場をいう。

※請負者は、工事着手前に足場の種類及び設置方法等について、監督員と協議すること。協議の結果、請負者及び

⑤
.
鉄
筋
工
事

・Ｄ１０　　・Ｄ１３　　・Ｄ１６　　・（　　　　）

・Ｄ１９　　・Ｄ２２　　・Ｄ２５　　・（　　　　）

・ガス　・重ね・機械式

接　合　方　法



建築工事特記仕様書 No.2

1．コンクリートの強度 4．高カボルト ※トルシア形高カボルト　　　　　 (7-2-2) ２．合成高分子系 防水層の種別　　　　　　　　　〔県：10．3．2，10．3．3〕 

・JIS形高カボルト     ルーフィング

・溶融亜鉛めっき高カボルト     シート防水

軽量コンクリートの設計基準強度 5．溶接部の試験 超音波探傷試験　  ※行う    ・行わない

 　工場溶接の場合    AOQL   ※4．0％     ・2．5％ 

    検査基準 ※第6基準

2．ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸ ※Ⅰ類 Ⅱ類 　　(6-1-5)   

  ﾘｰﾄの種類 6．耐火被覆面の ・（                               ） (7-9-2) ３．塗膜防水

（表6-2-3）  錆止め塗料の種別

3.打放し仕上げ種類 種別 適用箇所  

・A種 7．耐火被覆 種別  

※B種 ・ラス張りモルタル塗り  

・C種 ・耐火材吹付け（・乾式工法・半乾式工法・半湿式工法

 ・湿式工法） 脱気装置 材質（　　　　　　　　　　　　　　）

4.セメントの種類 ※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種 ・耐火板張り工法   ・設ける 設置数量

上記普通ポルトランドセメントは、JIS　R5210（ポルトランドセメント）に示された規定の他、次の 所要性能   ・設けない

規定に適合するものとする。  ４．改質アスファルト

  水和熱は7日目で84cal/g以下、28日目で96cal/g以下とする。 ８．ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの保 ・建方用 ・構造用 (7-2-4)(7-10-3)(表7-10-1)  シート防水 ・ＡＳ-1

  全アルカリ量は0.75％以下塩素量は0.02％以下とする  持及び埋込み工法 種別 ・A種      ※B種     ・C種  ・ＡＳ-2

 （全アルカリ量の算出はJIS R 5210ポルトランドセメント（低アルカリ）による。） 

 ・高炉セメントのB種 ９．柱底モルタルの 種別 ※A種      ・B種 (7-2-9)(7-10-3)(表7-10-2) ５.脱気装置

 5．骨材 砂利及び砂のアルカリシリカ反応性による区分（JIS A 5308） 

・A　　　　・B （アルカリ骨材反応対策　　　　　　　　　　　　　　　　　） 1０.錆止め塗装 ※適用する ・適用しない

砕石及び砕砂（JISA5005）のアルカリシリカ反応性による区分

・A　　　　・B （アルカリ骨材反応対策　　　　　　　　　　　　　　　　　） 1１.溶融亜鉛めっき 種　　別 適　　用　　箇　　所

6．混和材料 細骨材の塩分含有率（％）※0．04以下 ※Ａ種

※混和剤 ・Ｂ種 6.シーリング

   ※AE剤又はAE減水剤標準形又は高性能AE減水剤標準形（JIS A 6204） ・Ｃ種

   混和剤 

   ※フライアッシュ（JIS　A 6201） 1２.入熱量パス間温度管理 ※適用する ・適用しない

7．型枠 せき板の種別 合板使用（JAS           ・1種                ※2種） 7.塗布型防水材

         ※厚    12mm          ・（               ） 1．補強ｺﾝｸﾘｰﾄ ※建築用ブロック（※空胴ブロック　・型枠状ブロック　・　　　　　　　） 

　　 厚さ 備考     ﾌﾞﾛｯｸ 種別 厚さ 化粧の有無

　　 1) 種別 ※無　　　・有 1．材料・仕上 (10-2-1)(表10-2-1,2)

　　 種類 形状寸法

　　

目地寸法　　（９－６－３）による。 2）鉄筋の種類 ※異形鉄筋 SD295A   ・（          　　　）

位置　 ※図示 （表11-1-1)  

2.コンクリートブロック ブロックの種類

8．軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ 種別 帳壁及び塀 断面形状及び圧縮強さによる区分 厚さ（mm） 化粧の有無 2.汚れ防止 床のワックスかけ

・1種　・2種 ・空洞ブロック－０８ ※無　　　・有

・空洞ブロック－１６ ・120  ・150 ※無　　　・有 １．タイル張り タイルの形状、寸法、生地の質等

9．無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ※粗骨材の最大寸法　　25（mm） 形状寸法

（捨てコンクリート及び防水押えコンクリートの場合） (mm) 磁器 せっ器 陶器 施ゆう 無ゆう 有 無 標準 注文

適用箇所 発注強度（N/m㎡） 3．ALCパネルの 種類 単位荷重 厚さ(mm) 取付け工法種別

※18        ・（    ）    種類 (N/㎡)

・外壁パネル ・1180  ・1960 ･100    ・A種 ・B種 ・C種 

10.ﾏｽｺﾝｸﾘｰﾄ ・適用する（部位※図示による）

     （1）セメントの種類　※高炉セメントB種又は普通ポルトランドセメントに（2）の 混和剤を混合したもの ・980

                         　　　・（                                           　　　　　　　　　） ･2350 ･3530 ･100   ･150

     （2）混和材料　　    ※AE減水剤遅延形又は減水剤遅延形

                         　　　・（                                           　　　　　　　　　） 4．押出成型 施工箇所 厚　さ（mm） 2.後張り工法 壁タイル張りの工法

     （3）スランプ ・　　　　㎝    セメント板 ・A種 内装タイル

   （ＥＣＰ） ・デザインパネル(図示) ※接着剤張り 適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

11．流動化ｺﾝｸﾘｰﾄ ・適用する ベースコンクリートスランプ ※12cm   ・15cm ・タイルベースパネル(図示) ・B種 ・改良積上げ張り 適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 種  別 ※標準形   ・遅延形 ・A種

※適用しない ・デザインパネル(図示) 外装タイル

・タイルベースパネル(図示) ・C種 ※密着張り 適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

12.水密ｺﾝｸﾘｰﾄ ・適用する（部位※図示による）　             ※適用しない 種類　　※無石綿タイプ（タイプⅡ） ・改良積上げ張り 適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

   ・スランプ（cm） パネル相互の目地幅 （８－５－３） ・改良圧着張り 適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  ※長辺　8mm以上、短辺15mm以上

13．コンクリートの 公的機関でコンクリートの材齢２８日圧縮強度試験を行う建築物・その部位等 出隅入隅部の目地幅（mm） 内装タイル以外のユニットタイル

圧縮強度試験 建築物名 部位   ※15 　・（         　　　　）　 （８－５－３） ※マスク張り

※躯体 ・（　　　　　　　　） 耐火以外の目地、隙間の処理　　　　　　※パネル製造所の仕様

適用タイル 規格寸法 素地表面処理の工法 下地モルタル

内装タイル ・100角 ・MCR工法 ※共通仕様書による

1．鉄骨製作工場 ・監督員の承諾する工場　(7-1-3)  1．アスファルト ・ ・目荒し工法（高圧洗浄） ・

・建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を   防水 ・ ・素地のまま ・

受けた（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鉄構工業協会の「鉄骨製作工場の 外装タイル ・小口 ・MCR工法 ※共通仕様書による

性能評価基準に基づき、国土交通大臣から認定を受けた工場（　　　　　グレード以上）

又は同等以上の能力のある工場

アスファルトの種類　　　　　　　・3種　　　　※4種

2．施工管理技術者 ・適用する　             ※適用しない 断熱材 

3．鋼材の種別 ・SS400 ・SSC400 ・STK400   材質  ※JIS A 9511押出法ポリエチレンフォーム3種bスキン層付き

・SN400B ・SN400C ・SN490B ・SN490C                （特定フロンを含まないもの） 

・SM400 ・SM490 厚さ（mm） ※25        ・50       ・ 3．伸縮調整目地 及び ・図示 ※共通仕様書による

立ち上がり部の保護の方法 （9-2-2)(9-2-5)(表9-2-3～表9-2-6） 　　ひび割れ誘発目地

・れんが押え 

・モルタル押え

※コンクリート押え

・乾式保護材 (9-2-2)

屋根露出防水の換気装置　　　・設ける　　　　種類 　　　　　　　設置数量 　　　　・設けない

 伸縮調整目地 ※成形伸縮目地（天端　EPTゴム、サイド　ブチルゴム製）

 工事名称  図面名称

MCR工法又は目荒し工法（高圧洗浄）の場合、共通仕様書の接着力試験の引張接着強度は、0.6N/mm2以上とする

種類（記号） 施工箇所

試験張り　　　　　　　　　　　　　 ※行わない　　　・行う

・

　・行う　　　・行わない

・

・目荒し工法（高圧洗浄）

・平面部脱気型
・ポリエチレン樹脂　・ABS樹脂

色

・立上がり部脱気型
・合成ゴム　　・塩化ビニル樹脂

設置数量

D-1,D-2 ※製造所の仕様 ※製造所の仕様

・ ・素地のまま

・50二丁 ・目荒し工法（高圧洗浄）

・

再生資源化
ﾀｲﾙ

防水種別

X-1
・ステンレス　　・鋳物

脱気装置の種類 材質

・ステンレス　　・鋼

内装タイル以外のユニットタイル・50角 ・MCR工法

・ ・素地のまま

設計年月

うわぐすりきじ 役物

建築工事特記仕様書2
        年　　月　　

・二丁掛け

備考

種別

・X-2

　種別

施工箇所

日本建築学会材料規格JASS 8T-301 ケイ酸質系塗布防水材料の品質、規格による

・S-M3

　施工箇所

※共通仕様書による

・

表面仕上 品質

No．

図面番号

仕上塗料（露出）

・S-F1

・S-F2

施工箇所 

※カラー・シルバー

※カラー・シルバー

・X-1

 設計者

2.
建
築
工
事

種類

外壁の目地位置

塗膜防水の種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔県：10．4．1，10．4．2〕 

・S-M2 ※カラー・シルバー

※カラー・シルバー

※カラー・シルバー

仕上塗料（露出）

※カラー・シルバー

厚さ（mm）

2.
建
築
工
事

普通コンクリートの設計基準強度 

　※21

⑥
.コ
ン
ク
リ
｜
ト
工
事

７.
鉄
骨
工
事

適用箇所

　※21

設計基準強度F0（N/m㎡）

タイルの見本焼き　　　　　　　　※行わない　　　・行う

工法

スランプ（cm）

 ・12  ・15  ※18

    使用箇所

※カラー・シルバー

設計基準強度F0（N/m㎡）

適用箇所 所要気乾単位容積質量（t/㎡）

適　用　箇　所

・フライアッシュセメントＢ種

適　用　箇　所
・S-M1

・ひび割れ誘発目地

※フラットパネル

９
．
防
水
工
事

大木町農産物直売施設新築工事

施工箇所

　種別

・間仕切りパネル

取付け工法種別 

・外壁
パネル工法

※フラットパネル

適用箇所

2.
建
築
工
事

表面形状

シーリング材の種類、施工箇所　　下記以外は、(表9-6-1)による

接着性試験　　※簡易接着性試験　　・引張接着性試験（部位　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７.
鉄
骨
工
事

・間仕切壁パネ
ル工法

※（８－４－６）による。
・床パネル

・屋根パネル

８.
既
製
コ
ン
ク
リ
｜
ト
工
事

10
.
石
工
事

9.
防
水
工
事

11
.
タ
イ
ル
工
事

※地下外壁防水

※屋内防水

・Y-1

 ・B種 ・C種 ・D種 ・E種

・Y-2 ※カラー・シルバー

※カラー・シルバー

施工箇所

　施工箇所



1.表面仕上げ ・A種　　　※B種　　　・C種 3.仕上げ塗材仕上げ 規格名称

12）ボルト孔 ボルト孔の径 ・薄付け

2.木材 仕上げ塗材

 ・集成材の場合（　　                           ） 

代用機種を適用しない箇所  ・複合金物の場合（　　                        ） ・厚付け

※なし　　　　　　　・あり(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 13）ラグスクリュー ラグスクリューの形状、寸法等（※図示　　・〈　　　　　　　　　　　　　　〉） 仕上げ塗材

14）ドリフトビン ドリフトピンの形状、寸法等（※図示     ・〈    　　　　               〉）

2．集成材 造作用集成材は共仕による 15）ジベル ジベルの種類及び材質 (種類〈                      〉、材質〈          　　　　　　〉） ※複層仕上塗材
ジベルの形状、寸法等（※図示       ・〈                    　　　　　　〉） 　

・ １等 ※２級 16）錆止め塗装 錆止め塗装による防錆処理を行う構造金物及び接合具等

※見え掛りとなるすべての構造金物及び接合具等

・（　　　　　　　　　　　　　　                                      ）

3．接着剤 接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。 ・錆止め塗装の種類（・A種　※B種）

4．防蟻処理 木材保存剤（木材の防腐・防蟻処理）は、非有機リン系のものとする。 17）亜鉛めっき 亜鉛めっきによる防錆処理を行う材料等

防腐・防蟻処理の方法 ※すべての構造金物及び接合具等

工場における加圧式とし、十分に乾燥を行う。ただし、現場における加工が生じた場合には、 ・（　　　　　　　　　　　　　　                                      ）

加工した箇所に対し、現場にて木材保存剤を塗布する。 亜鉛めっきの種類（※2種HDZ55     ・2種HDZ45     ・2種HDZ35）

1.軸組工法工事 樹種名、種類、等級、寸法等 18）防火被覆材 防火被覆材（・厚さ25mm以上の木材   ・厚さ15mm以上の強化せっこうボード

1）木材 ※別紙内訳書による。                  ・厚さ12mm以上のけい酸カルシウム板・（                          　））

　 ・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 19）防火被覆処理 ボルト、ドリフトピン等の防火被覆処理（・行う　　      ・行わない） ・軽量骨材 ・吹付用軽量塗材 ・吹付け

仕上塗材 ・こて塗用軽量塗材 ・こて塗り

代用樹種を適用しない箇所 1.長尺亜鉛めっき 複層仕上塗材の耐候性 ※１種 　・2種 ・3種

   鋼板葺 厚さ 下葺材料

※0.4 ｱｽﾌｧﾙﾄ ４.ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材 ・せっこう系 ※セメント系

2）工法 用材の工法 ・（　　　　） ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 5.ﾛｯｸｳｰﾙ吹付け 吹付け厚さ 20（mm）

※木造建築工事標準仕様書による。 940 1．見本の製作等 製作 ※行わない　　　　・行う

仮組 ※行わない　　　　・行う

2．折板葺 2．アルミニウム 外部に面する建具

軸組の工法 形式 厚さ 山高及び山ピッチ 断熱材 防火性能  製建具

※木造建築工事標準仕様書による。 ・重ね形 ※0.8 ･0920 ※有 ※有

 ・はぜ締め形 ・0.6 ･1525 （    mm） （30分）

 構造用免罪 ・かん合形 ・（　　　　） ･1730 防火（　時間） ・無

 ※木造建築工事標準仕様書による。 ・無

　

3．とい

Ｂ－２種，Ｃ－２種

3．網戸(防虫網戸）

2．大断面集成材 製作工法 4.ルーフドレン 種類

 工事 ※監督員の承諾する工場 

1）大断面集成材 ・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

   の製作工法 

2）施工管理技術者 施工管理技術者の設置（ ・ 適用する ・ 適用しない） ・防鳥網

1.あと施工アンカー 引抜き耐力の確認試験 ・行う　　※行わない 4.鋼製建具 外部に面する建具の耐風圧性　　　※Ｓ－４　　　・Ｓ－５　　　・Ｓ－６

3）工作図 床書き原寸図（ ・ 作成する ・ 作成しない） 2.ステンレスの表面仕上げ 建具寸法が共仕を超える又は図示された建具に使用する鋼板類の厚さ

4）大断面集成材 大断面集成材の品質等 5.軽量鋼製建具 戸の鋼板    ※表面処理亜鉛めっき鋼板

強度等級は、次による。 　　　　　　　　・ビニル被覆鋼板

3.アルミニウム及び 種類 　　　　　　　　・カラー鋼板

アルミニウム合金の ※B 召合せ、縦小口包み板等の材質：　　※鋼板　　・ステンレス板　　・アルミニウム合金押出形材

表面処理 ※B

AA6 6.ステンレス製建具 外部に面する鋼製建具の耐風圧性：　　※Ｓ－４　　　・Ｓ－５　　　・Ｓ－６

AA6 表面仕上げ　　・HL仕上げ　　　※鏡面仕上げ　　・アクリル樹脂エナメル焼付け

       　 鋼板の曲げ加工　　※普通曲げ　　・角だし曲げ

4.鉄鋼の亜鉛めっき

7.木製建具 かまち戸の樹種　　かまちは杉上小節程度　　桟、鋼板は杉無節程度

    材面の品質（※2種   ・3種） ふすまの上張り　　新鳥の子程度又はビニル紙程度

    接着性能（・使用環境1              ・使用環境2） 5.軽量鉄骨天井下地 野縁などの種類 ふすまの種類　　　※戸ふすま　　　・在来型　　・チップ型

    樹種（・べいまつ           ・からまつ        ・すぎ     ・〈         ・        〉） 屋内 ※１９形 ・２５形 屋外 ・１９形 ※２５形

5）接合金物等の材質     鋼材の材質 （※SS400       ・SN400A       ・〈          ・        〉） インサート 床板で断熱材打込部分は断熱材用インサートとする 8.建具用金物 標準型鋼製建具及び標準形鋼製軽量建具（準標準型共）のドアクローザー、シリンダー箱錠

6）製作制度 製作精度 軽量鉄骨壁下地 は公共工事標準型とする。

※精度基準は、次による。 マスターキーの製作　　※製作する　　　・製作しない

精度基準 8.金属成形板張り 材種 製法 寸法 規格 表面処理等 9.特殊な性能の建具 防音ドアセット、防音サッシ　　　　※適用しない　　　・適用する（建具表による）

   製作図寸法の±1.5mm以内 アルミニウム ・押出し 板幅 ・B-1種 ・C-1種 適用する場合の遮音性の等級　　　・Ｔ－１　　　・Ｔ－２　　　・Ｔ－３　　　・Ｔ－４

   製作図寸法の±1.5mm以内、かつ、±5mm以内 ・ブレス 板厚 断熱ドアセット、断熱サッシ　　　　※適用しない　　　・適用する（建具表による）

   工作図寸法の±5mm以内 ・ロール 適用する場合の断熱性の等級　　　・Ｈ－１　　　・Ｈ－２　　　・Ｈ－３　　　・Ｈ－４　　　　・Ｈ－５

   直角とのひずみ±1/100mm 伸縮調整継手　　　　・設ける　　　　・設けない 耐震ドアセット　　　　　　　　　　　　※適用しない　　　・適用する（建具表による）

    ・共仕に規定する施工計画書により定める。 9.アルミニウム笠木 表面処理 適用する場合の面内変形追随性の等級　　　　 ・Ｄ－１　　・Ｄ－２　　　・Ｄ－３

7）表面仕上げ 仕上げの強度（ ・A種    ※B種） ※A-1種又はB-1種 ・B-2種（・アンバー・ブロンズ・ブラック系・ステンカラー）

8）アンカーボルト 隅角部及び突当たり部の役物の使用　　※使用する 10.自動ドア開閉装置 ・全半開装置　　※設ける（半開幅＝　　　　　　　　　　）　　　・設けない

材質（※SS400　　・〈　　　　　　　　　　　　　　〉） 10.手すり及びﾀﾗｯﾌﾟ 材料の種別 表面処理の種別 11．重量シャッター 鋼製重量シャッター

寸法（※図示・〈　　　　　〉） 手すり ・ｽﾃﾝﾚｽ SUS304 ※HL仕上程度　　・No2B程度

9）アンカーボルト 等 アンカーボルトの保持及び埋込み工法（・A種   　※B種    ・C種） ・鋼　製 亜鉛めっき C種 耐風圧性能　　（　　　　　　　）N/㎡

の設置 柱底均しモルタルの厚さ（※30mm程度　   　・〈　　　　　　　　　〉） ﾀﾗｯﾌﾟ ・ｽﾃﾝﾚｽ SUS304 外部HL仕上程度、内部No２B仕上程度 開閉機構による種類　　※上部電動式（手動併用）　　　・上部手動式

10）柱底均し仕上げ 柱底均しモルタルの工法（・A種　　　※B種） ・鋼　製 亜鉛めっき C種 一般重量シャッターのシャッターケース　　　・設ける　　　・設けない

普通ボルトの材料等による。　・〈　　　　　　　　　　〉） 

11）普通ボルト ボルトに用いる座金の寸法及び厚さ 1.吸水調整材

普通ボルトの材料等による。　・〈　　　　　　　　　　〉） 接着強度(N/mm2) 界面破断率（％） 12.軽量シャッター 開閉形式　　・上部電動式（手動併用）　　　※手動式

ボルトが受ける応力の種類 0.98以上 50以下 耐風圧性能　　（　　　　　　　）N/㎡

※図示による。 2.防水剤 JIS A 4704  による強さの区分　　　・５０　　   ・６５　　　・８０

　（防水モルタル塗り） 吸水比 透水比 曲げ・圧縮強度比 スラットの形状　　※インターロッキング形　　・オーバーラッピング形

95%以下 50%以下 70%以上 一般軽量シャッターのシャッターケース　　　・設ける　　　・設けない

 設計者  工事名称  図面名称

No．

・防水形

　複層塗材　　RS

　及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

　

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※16～18メッシュ

※合成樹脂製

・ガラス繊維入り合成樹脂製

・ステンレス(SUS316)線材

上塗り材

・内装厚塗材　E

・複層塗材　　CE

※複層塗材　　E

種類(呼び名） 仕上の形状

・砂壁状

・立平葺

JIS R 5201試験　始発1時間以上、終結10時間以内

防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤（膨張性のひび割れ及びそりがないこと）

JIS A 6203に準じた試験で±1.0以内 JIS A 6916の試験で30分後で1ｇ以下

セメント重量の5%以下

均質で有害と認められる異物の混入がないこと

吸水量（ｇ）全固形分（％）

※ＨＬ程度

　（CGCCR-20-Z25）

材種

※塗装溶融55%アルミニウム亜鉛合金めっき鋼板及
び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

・塗装溶融亜鉛合金めっき鋼板及
び鋼帯（CGCCR-20-Z25）

凝結時間

亜鉛めっきの種別

軒先面戸　　　　・有　　　・無

種別

種類

・バルコニー中継用

防　　　　　　　　露

⑫
.
木
工
事

・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管
・排水用リサイクル硬質塩化ビニール管

材　　　　種

・塗装溶融亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯

現場搬入時の木材の含水率　　　※A種　　　・B種

※塗装溶融55%アルミニウム亜鉛合金めっき鋼板

・E 65-F225  ・（                         ）

・非対称異等級集成材

※配管用鋼管 ※　　　　　表により行う。　　　・行わない

施工箇所（手すり、タラップ、建具以外）

・B-1種

・B-2種（・アンバー・ブロンズ・ブラック系・ステンカラー）

⑬
屋
根
及
び
と
い
工
事

・陸屋根用（・縦型・横型）

2.
建
築
工
事

材  長

断面直角度

   部位等

短  辺

・建設大臣が認定したもの

造作材の材質の品質　　　　　　　 ※A種　　　・B種

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

見掛かり

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10～1510～15

※ １等

その他

建築工事特記仕様書No.3

2.
建
築
工
事

長  辺

・E125-F360 ・E110-F315 ・El00-F285

・E 90-F255・E 30-F240・E 70-F225

・E 60-F210  ・（                          ） 

JASによる強度等級等

・E135-F375 ・E120-F330 ・El05-F300 

単材の樹種

・対称異等級集成材 

図面番号

2.
建
築
工
事

・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー

　　※外面納まりの可動式　　　　　・内部納まりの開き式

網目

・こて

1.5mm ピッチ　　15mm

・防虫網 ※0.25mm以上

        年　　月　　

屋根葺形式

施工箇所

材　　　　　　　　種

・瓦棒葺（心木なし）

建築工事特記仕様書3
設計年月

⑬
木
造
工
事

12
木
造
工
事

（                                             ） 

構成するひき板の品質等による区分

単材の厚さ（mm）

・E 95-F270 ・E 85-F255 ・E75-F240

等級
・２級

種類 施工箇所

・No2B程度

施工箇所（手すり、タラップ、建具以外）

・バルコニー用

・

材質 線径

・ステンレス(SUS304)線材

表面処理
外部に面する建具

内部建具

枠の見込み寸法(mm)

※Ａ－３ ※Ｗ－４
70(引違い・片引き・上げ下げ
窓で複層ガラスの場合100)

気密性 水密性

　複層塗材　　E

・外装薄塗材　E

・外装厚塗材　C

・内装厚塗材　C

・複層塗材　　RS

・複層塗材　　RE

・複層塗材　　Si

・防水形

・砂壁状

じゅらく

・内装薄塗材　E

・ゆず肌 ※吹付け 溶剤

工法

※吹付け

・ローラー

※吹付け

・凸部処理 ・ローラー 　※水系　・溶剤系

・凹凸模様 　・弱溶剤系

外観

※つやあり

・メタリック

　シリコン系

・シリカ系

※アクリル系

⑮
左
官
工
事

・アクリル

樹脂

⑮
左
官
工
事

⑭
金
属
工
事

・B-2種(色：　　　　　　）

・C-2種(色：　　　　　　）

・　　種

　　スタッド、ランナーなどの種類　　※16.5.1表による。　 ※スタッドの高さが5mを超える場合、図示

・　　種

・C-1種

・C-2種（・アンバー・ブロンズ・ブラック系・ステンカラー）

混合割合

・ポリウレタン系

・C種 ※Ｓ－６

・A種 ※Ｓ－４

・B種 ※Ｓ－５

　　　　　　　　　　　性能項目
種別

耐風圧性

大木町農産物直売施設新築工事

⑯
建
具
工
事

種類　※一般重量シャッター　・外壁用防火シャッター　・屋内用防火シャッター　・屋内用防煙シャッター

危害防止機構　　※障害物感知装置（自動開鎮型）　　・シャッターの二段階下降方式

※Ｗ－５

※B-1種　　・B-2種

※C-1種　　・C-2種

※Ａ－４ １００



13．オーバーヘッド 収納形式による区分 1.接着剤 壁紙施工用に使用するでん粉系接着材、ユリア樹脂等を用いた接着材のホルムアルデヒド放散量 11.石こうボード

     ドア 　※規制対象外　　・第３種   その他ボード

※スチールタイプ ※バランス式 ※スタンダード形 ※溶融亜鉛めっき鋼板 接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。   及び合板張り

・アルミニウムタイプ ・チェーン式 ・ローヘッド形 ・ステンレス鋼板

・電動式 ・ハイリフト形

・バーチカル形 2.ビニル床シート 記号

耐風圧性能　　（　　　　　　　）N/㎡

鋼板、アルミニウム板のセクション材料の仕上げは製造所の着色品（標準色）

・

14.板ガラスの 合わせガラスの特性　　　・Ⅰ類　　　・Ⅱ-1類　　　・Ⅱ-1類　　　・Ⅲ類

    種類等 強化ガラスの特性　　　・Ⅰ類　　・Ⅲ類 3.化粧ビニル床シート

熱線吸収版ガラス　　　　性能　　　・１類　　　・２類

　　　　　　　　　　　　　　　色調　　　・ブルー　　・グレー　　・ブロンズ

複層ガラス　　性能　　　・１類　　　・２類　　　・３類（・U3-1  ・Us-2)　　　・４類　　　・５類

　　　　　　　　 封止の加速耐久性による区分　　　・Ⅰ類　　　・Ⅱ類　　　・Ⅲ類

熱線反射ガラス　　日射熱遮蔽性　　　・１類　　　・２類　　　・３類

　　　　　　　　　　　　耐久性　　　・A類　　　・B類 4.ビニル床タイル

　　　　　　　　　　　　色調　　　・ブルー　　・グレー　　・ブロンズ　　・シルバー

　　　　　　　　　　　　反射皮膜　　　・内側　　　・外側

　　　　　　　　　　　　映像調整　　　・行う　　　・行わない

15．ガラスの留め材 木製格子戸等のガラスは押縁留めとし、その他はシーリング

防火戸のガラス留め材シーリングは、建築基準法に基づく防火性能の認定を受けたシーリング 5.ビニル床シート・ビニル

材とする 　床タイルの特殊機能

16.ガラス溝の寸法 共仕による。ただし強化ガラスは下記による。

　　形状等

12.遮音シール ・アクリル系シーリング材　　　　※ジョイントコンパウンド

13.壁紙張り 紙 織物 ﾋﾞﾆﾙ 化学繊維 無機質 品質等

※

6.誘導用、注意喚起用

　床材

14.断熱材

７.ビニル幅木 材種 ※軟質　　　・硬質　　　・溶接

高さ（mm） ・60         ※75         ・100

厚さ ※2.0

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの方式

・層間方式 ・柱、梁方式 ・方立方式 ・スパンドレル方式 8.カーペット敷き ・タフデットカーペット

水密性 気密性 耐風圧性能

垂直方向

※1.0KH ※0.5KV ・W-1 ・A-1

・W-2 ・A-2

・W-3 ・A-3

・W-4 ・A-4 ・タイルカーペット

・W-5 種類

耐火性能 耐温度差性

・T-1

・T-2

・T-3

・T-4 9.フローリング張り

主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）  樹種 厚さ(mm)

※なら ※15

層間変位追従性 ・ ・

建築物の構造種別 層間変位量(h=支点間距離）

※±（1/200)×h以上

・ 材種 種別

※±（1/300)×h以上 ※松 ・A種

・ ・なら ・B種

※C種

1.材料 塗料は、ホルマリン不検出のもので、水溶性のものとする。 塗装

※ウレタン樹脂ワニス塗り

2.防火材料 屋内の壁及び天井の仕上げは、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする。 ・オイルステン塗りの上、ワックス塗り

・生地のままワックス塗り

3．床用塗料

10.畳敷き

　設計者  工事名称  図面名称

No．

保温板（　　　　　）

・ロックウール 保温板（　　　　　）

保温板(3種b)

(スキンR1付）

不燃積層せっこうボード

幅　　75

  JIS A 1454によるへこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、層間剥離強度試験（発泡層のあるビニルシートのみ）

・ガラスクロス包み

記号

※CT

・CTS

※標準柄 ※300×300 ※2.0

色柄

施工箇所

ロックウール吸音ボード1号

グラスウール吸音ボード2号32k

・HT

寸法(mm) 厚さ(mm)

建築工事特記仕様書4

ハードボード（素地） ・無研磨板（・スタンダード・テンパード）　　・研磨板（・スタンダード・テンパード）

ハードボード（化粧） ・内装用　　・外装用

        年　　月　　

※25

畳の種別　　　・A種　　・B種　　・C種　　・D種　　

※複合１種フローリング

※行わない

・単層フローリング

・フローリングボード

種類 寸法(mm) 工法

・15※なら

 及びキャスター性試験等の試験後異常がないこと

・磁器又はせっ器質タイル ※300×300

・耐動荷重・

※標準柄 ・300×300

・ ※450×450

特殊機能

・帯電防止

※2

・2.0 ・帯電防止

・4.0又は4.5 ・耐動荷重

耐動荷重

視覚障害者用タイル　　ブロックパターンは　JIS T 9251による

箇所 種類 寸法(mm) 厚さ(mm)

帯電防止

　・帯電防止性能評価(JIS A 1455)1.2～3.1程度、又は耐電圧(JIS L 1023) 3kv以下

　・帯電防止性能評価(JIS A 1455)3.2～5.1程度、又は漏えい抵抗値(JIS A 1454)0.1×１０１０Ω未満

　・帯電防止性能評価(JIS A 1455)5.2以上、又は漏えい抵抗値(JIS A 1454)0.1×１０7Ω未満

パイル長さ(mm)

屋外
・コンクリート製

帯電性

屋内
・塩化ビニル製 ※300×300

※300×300 ※60

※全面接着工法

・磁器又はせっ器質タイル ※300×300

施工箇所

※5～7 ※人体帯電圧3KV以下

工法

帯電性

備考

・カットバイル

・レベルループバイル ・グリッパー工法

・突付け

種類 色柄 厚さ(mm)

・耐動荷重

特殊機能 工法

・帯電防止 ※熱溶接

厚さ(mm)

・

JIS A 5705を満たす材料で表面は印刷シートに透明表層を施したもの

工法

・発泡層のあるもの ・ ・

※発泡層のないもの ※NC
※マーブル柄 ・2.0

・無地 ※2.5

4mを超える

※鋼材の脱落、ガラスの
破損及び主要部材に有
害な歪みが起こらない
シーリングは補修程度

⑱
建
具
工
事

セクション材料による
区分

・ファイバーグラスタイプ

耐風圧性能

4m以下

各部の破損、残留変形等有
害な変形が起こらないこと

状態

ＲＣ造

支点間距離（ｈ）

4m以下

・

釘留め工法

長さ500以上

総厚さ

・フローリングブロック

※4

特殊機能

・帯電防止
※NC又はNF

記号 色柄

建築工事特記仕様書No．4

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）　　・不透明塗料塗り（しな合板程度）

・単板オーバーレイ　　・プラスチックオーバーレイ　　・塗装

種別

普通木片セメント板

図面番号

状態

設計年月

※303×303 モルタル埋め込み工法

大木町農産物直売施設新築工事

2．
建
築
工
事

・複合３種フローリング

・複合２種フローリング

工法

・行う

・グラスウール

せっこうラスボード

難燃合板

ポリエステル樹脂化粧板

・セルローズファイバー

メラミン樹脂化粧板

化粧せっこうボード（木目）

ミディアムデンシティファイバーボード

断熱性 ※6.5

工法

第１種

パイル形状

強化ガラス又は倍強度ガラスの場合及び熱線反射ガラスで映像調整を行う場合は、面クリアランスは(a)に２
mmを加算する。

・

・熱溶接

・ループバイル ※4～6

・石目　　・木目　　 ※2.0

17
．
メ
タ
ル
ｶ
ｰ
ﾃ
ﾝ
ｳｫ
ｰ
ﾙ

Ｓ造

※ﾙｰﾌパイル

・正圧　　　N/㎡以上、負圧
N/㎡以上に対して安全であるこ
と。

・カット、ループ併用

耐震性能

水平方向 ※建築基準法施行令第87条及
び建設省告示第1454号に定め
られた風圧力に対して安全であ
ること。

敷き方　　　※市松敷き　　・模様流し

※3級 ・

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ ※人体帯電圧3KV以下

　（フリーアクセス範囲）・※全面接着工法

遮音性

保温板（　　　　　）

・フェノールフォーム

・押出法ポリスチレンフォーム

保温板（　　　　　）

⑲
内
装
工
事

開閉方式による区分 ガイドレール

化粧パーティクルボード

・無研磨板　　・研磨板

シージングせっこうボード

強化せっこうボード・突付け・耐動荷重

ＳＲＣ造

※釘留工法

・

接着工法

・接着工法

・モザイクパーケット

類別 防湿処理

材質　　　　　ウレタン樹脂系塗料　　屋内用　　（　※標準色　　・　　　　　　　　　　　　　）　

仕上塗材　　※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ

⑱
塗
装
工
事

塗布量　　　プライマー塗りの上に主剤２回塗りとし、総塗布量は0.3kg/m2以上とする

２．
建
築
工
事

※たわみ量が±(1/150)×hかつ絶対量２０ｍｍ以下

インシュレーションボード ・A級（・天井仕上げ　　・内装仕上げ　　・　　　　　　　）

難燃性 厚さ(mm)

断熱材現場発泡工法

下記以外保温板(2種b)

・断熱複合版 断熱材（押出ポリスチレンフォーム保温板厚25）＋木毛セメント板(NW厚15)

・オーバーレイ　　・プリント　　・塗装

・JIS K 6903

硬質木毛セメント板

普通木毛セメント板

天然木化粧合板 ・なら　　・しおじ

・2級

二級

施工箇所

※20

※100

硬質木片セメント板

けい酸カルシウム板 ・タイプ2（無石綿）

ロックウール化粧吸音板 ・フラットタイプ（不燃）　　・凸凹タイプ（不燃）

※不燃幅440程度　　・模様（※柾目・板目）　　・専用下地材有り

単板張りパーティクルボード

特殊加工化粧合板

断熱材の打ち込み及び張付け

種類 厚さ(mm) 施工箇所

・ビーズ法ポリスディレンフォーム

・硬質ウレタンフォーム

※25 接地部分、屋根防水部分

⑲
内
装
工
事

種類 規格等

施工箇所 防火性能の級別

せっこうボード ※

・化粧無（下地張り用）　　・化粧有（トラバーチン模様）

・不燃



１.ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ

16.トイレブース 表面材の材質 別表－１
・3000N　・5000N １．検討（工事）を行う基本方針（指針Ｐ１３）

基本方針１　すべての人が　快適　に利用できる施設

・パネル工法　・溝工法 ・ ① 特定の人が特別扱いされたり、いやな思いをすることのない施設

・0.6G　　・1.0G ・ ・ ② 右利き、左利きに対応した施設

一般部分の仕様に準じる 17.階段滑り止め ・ ③ 利用方法や利用状況の説明が効果的に行われる施設

・タイルカーペット 幅(mm) ・ ④ 視覚、聴覚、触覚など多様な手段で、必要な情報が十分に提供される施設

・帯電防止ビニル床タイル ※約35 ・ ⑤ 補助器具や補助手段を効果的に活用できる施設

（置き敷き） ・ ⑥ 繰り返しの動作や、長時間にわたる肉体的負担が伴わない施設

・帯電防止ビニル床タイル ・ ⑦ 利用場所に接近しやすく、利用する広さが適切な施設

（圧着） 18.階段手すり ・ ⑧ 重要なものがよく見えるよう、視線が確保されている施設

・ ⑨ 使用しようとする全てのものに容易に手が届く施設

床表面仕上げ材の品質は内装工事による ・ ⑩ 少ない労力で効率的に、楽に使える施設
19.黒板及びホワイトボード 寸法(mm) ・ ⑪ 利用者に不自然な姿勢を強いない施設

・ ⑫ プライバシーに配慮された施設

2．可動間仕切 JIS A 6512による ・ ⑬ 天候や季節に左右されない施設

(パーテーション) 構造形式による種類　　          ・スタッド式（スタッド内蔵） ・ ⑭ 疲れたときに休むことができる施設

構成材の種類　　　　　　       　※アルミニウム合金系又はスチール系 基本方針２　すべての人が　簡単　に利用できる施設

パネル表面材　　　　　　         ※焼き付け塗装鋼板(標準色) t=0.5以上 ・ ① 使い方を直感的に理解できる施設

仕上げ　　　　　　　　　　　　　　　※樹脂焼付け　　　　・（　　　　　　　） 20.屋内掲示板 ・ ② 利用者の理解力や言語能力の違いが問題にならない施設

遮音性                              ※規定なし　　　　・（　　　　　　）ｄｂ ・ ③ 必要な情報が容易にわかる施設

防火性能　　　　　　　　           ※不燃　　　　　・規定なし 21.鏡 基本方針３　すべての人が　安全　に利用できる施設

・ ① 安全に対する配慮が等しく確保される施設

3.移動式間仕切 ・ ② 危険や間違えやすい状況が発生しない施設

(ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ) パネルの表面材の材質　　製造所仕様の化粧鋼板（標準色）t=0.5以上 1.揮発性有機 下記の室の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下 ・ ③ 使用方法を間違えても重大な結果につながらない施設

パネルの仕上げ　　※焼付塗装　　・壁紙    化合物の室内 であることを確認し、監督員に報告する。 ・ ④ 注意が必要な操作において、不注意な操作を誘発しない施設

パネルの圧接装置の操作方法         ※ハンドル回転式　　　・プッシュ式    濃度の測定 事務室・直売所 ・ ⑤ 危険なときや使用方法を間違えたときは、注意や警告を発する施設

遮音性(JIS6512)   　　・一般タイプ（36db未満）　　　・遮音タイプ（36ｄＢ以上） 1)対象揮発性   ・ ホルムアルデヒド　　・ アセトアルデヒド ・ ⑥ 危険な部分が防護されている施設

防火性能　　　　・不燃　　　・規定なし 　有機化合物   ・ トルエン　　・ キシレン　　・ パラジクロロベンゼン　　・ スチレン　　・ エチルベンゼン ・ ⑦ 四季を通じて安全な施設

取り付け用あと施工アンカー   　       材質・寸法等は図示又は製造所の仕様による。 　（VOC）   ・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・ ⑧ 災害時や不測の事態が生じても、安全に避難できる施設

4.表示 衝突防止表示　　　　※ステンレス製　　ＨＬ仕上げ　φ30程度　　市販品　　※両面　　・片面 基本方針４　さりげなく　美しい　施設

5.煙突ライニング 2）測定室   ・ （                                                                ） ・ ① 色や形状などの印象が、利用者にとって抵抗感がなく、受け入れられやすい施設

  ・ （                                                                ） ・ ② 創意工夫された内容が、目立ちすぎず、さりげなくデザインされている施設

・ ③ 地域の特性を生かし、周辺の景観と調和した施設

6．ブラインド 形式 ※横形ブラインド 3)測定方法  ※ 簡易測定法による。 ・ ④ 自然や環境に配慮し、動植物にやさしい施設

スラット ※アルミニウム合金 基本方針５　どのような状況にも　柔軟　に対応できる施設

開閉方法 ※ギヤ式　・コード式　・操作棒式  ※ホルムアルデヒド ・ ① できる限り同じ手段で利用できる施設

※25 ・ ② 利用者に応じた使い方が選べる施設

7.ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ 操作方式　　・ワンタッチ式　　※チェーン式　　・手動式 ・ ③ 利用者のペースに合わせることができる施設

スクリーンの材質　　　※ポリエステル　　・綿  ・ 厚生労働省の標準的測定方法による。 ・ ④ 情報がその重要さに応じて提供される施設

遮光性能　　・1級　　・2級　　・3級　　　・なし ・ ⑤ 補助器具の使用や人的介助に十分な空間を提供できる施設

8.カーテン 名称・品質等 　・DNPH誘導体化固相吸着／溶媒抽出

・片引き　　・引分け 　・固相吸着／溶媒抽出法 ２．特に重点をおいて検討（工事）する項目・箇所

・片引き　　・引分け

・片引き　　・引分け

9.カーテンレール

形式　　・片引き　　・引分け（暗幕用は300mm以上の召合せの重掛けとする）

形状　　・C型　　・D型　　・角型

10.ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ アルミ製　既製品

2.県産材・地域材の

11.部品ユニット 活用 使用部位については、図示による。

　・一般型A型　　　・高齢者対応型 1)木工事 ・県産材（県産材以外の代用樹種は使用できない。）

・地域材

2)木造工事 使用部位については、図示による。

・県産材（県産材以外の代用樹種は使用できない。）

・地域材

3)石工事 使用部位については、図示による。

・県産材（県産材以外の代用樹種は使用できない。）

・地域材

4)その他 使用部位については、図示による。

（　　　　　　　　）工事 ・県産材（県産材以外の代用樹種は使用できない。）

・地域材

12.旗竿受金物 ステンレス製(SUS304)　　彫りこみタイプ　既製品

13.かぎ箱 市販品　　　フック数（本）　　（　　　　）

14．消火器ボックス 鋼製　既製品

15.ブラインドボックス

　　カーテンボックス 表面処理　　※C-1　　　　・C-2（・アンバー　　・ブロンズ　　・ブラック系　　・ステンカラー）

溝幅×深さ(mm)　　・90×150　　・120×80　　・120×150  　・150×80　　・図示  

　設計者  工事名称  図面名称

No．

※ステンレス製(SUS304)ビニルタイヤ入り

・アルミニウム製

・埋込工法 ・無

フラットエンド

レンジ用

引分け装置ひだの種類

※箱ひだ、つまひだ

・BL以外
手すりユニット

ユニット

・BL以外

・BL部品

収納ユニット

21
そ
の
他
工
事

　・固相吸着／溶媒抽出法

　・固相吸着／加熱脱着法

 ・ ホルムアルデヒド
 ・ アセトアルデヒド

・BL部品

・BL部品

・BL部品

・BL以外

　・廊下　　　　　　 ・アルミ
　・バルコニー　　・スチール
　・窓　　　　　　　　・ステンレス合金

　・衣類
　・食器
　・書籍用

※A型（・横型　　・縦型）
 ・AM型　・B型（・屋内　・屋外）

材質　　※アルミニウム製　　

ユニット

洗濯機

防水パン ・BL以外

・BL部品

建築工事特記仕様書No．5

図面番号

・白

※R ※ステンレス製

取付加工

21
そ
の
他
工
事

・標準

キッチン

洗面化粧 ・BL部品

建築工事特記仕様書5
設計年月         年　　月　　

※手引　・ひも引　・電動

・BL以外

項目

　・一般型B型

・BL部品

フードファン

・フランスひだ

２．
建
築
工
事

2．
建
築
工
事

2．
建
築
工
事

施工箇所 ドアエッジ

形状 材質

　キッチンキャビネットに準ずる

浴室ユニット

・BL部品

・BL以外

・BL部品

・BL以外

浴槽

キッチン

キャビネット

・BL部品

・BL部品

・BL以外

※手引　・ひも引　・電動

　・セクショナルキッチンⅠ型
　・セクショナルキッチンⅡ型
　・システムキッチン

・BL以外
付属品
※含む
・含まない

　・FRP
　・SUS

　　(　　　　　　)

種類・形状方法等

形式

 付属品
 ・（         ）

  ・容器採取法

 ・ トルエン
 ・ キシレン
 ・ パラジクロロベンゼン
 ・ スチレン
 ・ エチルベンゼン

材質　　※アルミニウム製　　・ステンレス製

※手引　・ひも引　・電動

・プレーンひだ、片ひだ

材質・その他

スラットの成形(mm)

・ 縦形ブラインド

※クロススラット ・アルミスラット

※2本操作コード方式　・1本操作コード方式

・80    ・100

パネルの操作方法による種類　　　　　　・規定しない　　　・手動式

煙突用成形ライニング材　　適用安全温度　※400℃以上

キャスタブル耐火材　　　工法　　・こて押さえ　　　　　　最高使用温度　　・400℃

⑳
ユ
ニ
ッ
ト
工
事

ボーダー部

許容水平力(G

・500×500　　　　・（　　　　　　　　　）

耐荷重

寸法

・アルミ

・

ボックス・レール
・鋼製

形状

床表面仕上

※幅木

材質

※メラミン樹脂系化粧板設定高さ

工法

採　取　方　法

 ※トルエン※キシレン※スチレン※エチ
ルベンゼン

VOCの種別 測　定　方　法

　・高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法

・

・支柱

・黒板

※集成材クリアラッカー仕上げ（径　　・60　　・45　　・（　　）

・

・ポリエステル樹脂系化粧板

※接着工法 ※有（ビニール製）

20
ユ
ニ
ッ
ト
工
事

厚さ5mm　　　ステンレスフレーム付き

種類 色彩 形式

※緑　　・黒

脚部

材質

・アルミニウム製

※ステンレス製

・BL以外

換気扇

郵便受箱

・BL以外

 ・検知紙法　・検知管法　・定電位電解法　・吸光光度法　・ﾊﾟｯｼﾌﾞ型採取

VOCの種別

 ・ﾊﾟｯｼﾌﾞ型採取

既製品　　　枠：アルミニウム製　　　表面：発砲塩ビシート

・

※ほうろう

・

・ホワイトボード

※焼付け

測　定　方　法

大木町農産物直売施設新築工事

 

※平面　　・曲面

・スクリーン付引分

※平面　　・曲面

・スクリーン付引分

　・（　　　　　　　　　　　　　）

・


